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農業技術センターが新体制へ

生物工学研究所の廃止に伴う機能移転に対応して、当セ

ンターでは隔離温室を備えた高度環境制御栽培温室や細胞

培養が可能なクリーンルームを新設し、新たに「生物機能

研究部」を設置しました。

生物機能研究部ではこれまでに生物工学研究所で進めて

きた「新形質シクラメンの作出と効率的育種法の開発」

「植物細菌・ウイルス病害の

感染原因の解明及び発生抑制

技術の開発」「天敵微生物に

よる害虫防除技術の開発」を

研究の柱に位置付け、テーマ

を発展させるとともに、農家

のニーズにきめ細かく応えら

花 き 部

野菜・果樹部

池田試験地

作 物 部

南濃試験地

高度環境制御温室

平成22年度から「生物機能研究部」を新設

の ズにきめ細かく応えら

れるよう、統合の利点を最大

限に発揮していきたいと考え

ています。

飼 料 米 の 生 産 技 術 開 発 に 取 り 組 み ま す （作物部・環境部）

平成22年度から５年間の計画で農水省委託プ

ロジェクト「自給飼料を基盤とした国産畜産物

の高付加価値化技術の開発」へ参画し、飼料米

の生産技術開発に着手します。籾、わらを共に

利用できる飼料米品種を選定し、堆肥を活用し

た肥培管理技術の確立を目標としています。

本年度は、美濃平坦部に適した有望品種を検

討しつつ、施肥窒素量と収量、品質の関係から

最適な窒素施肥量を検討するとともに、肥料成

分の吸収量についてデータ収集を行います。
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農林水産省が選ぶ「農業新技術2010」にイチゴと

キュウリの省エネ対策技術が選ばれました。この研

究は、重油高騰に対応し、収量や品質を落とさずに

省エネが可能な技術の開発を目的としています。

イチゴ高設栽培では、夜間の根域加温、変温管

省エネ対策技術が「農業新技術2010」に選ばれる！！ （野菜・果樹部）

当センター育成の トルコギキョウ ・ フランネルフラワー が
ぎ ふ 清 流 国 体 の 「推 奨 花 」 に （花き部）

平成24年開催のぎふ清流国体・ぎふ清流大会

で開・閉会式会場、競技会場、駅、沿道などを

花いっぱいにして、全国から訪れるたくさんの

人々を温かくお迎えするのにふさわしい花とし

て“推奨花”10種類が決定しました。

その中で、農業技術センターが新品種として

開発したトルコギキョウとフランネルフラワー

が県オリジナルの花として選ばれました。

フランネルフラワー「フェアリー
ホワイト」は、県の主要鉢花とし
て栽培が広がっています

トルコギキョウ「ひだの雪姫」
は、飛騨地域を中心に栽培が広
がっています
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人 事 異 動 （平成 22年４月１日付 ） よろしくお願いします

転入者 新 所 属 旧 所 属 転出者 新 所 属 旧 所 属

多田 幸広 花き部専門研究員 西濃地域農業改良普及センター 鈴木 俊郎 農業技術課 環境部専門研究員

杖田 浩二 環境部専門研究員 農業技術課 須賀 しのぶ 研究開発課 環境部主任研究員

和田 巽 環境部主任研究員 岐阜地域農業改良普及センター

河村 敏 生物機能研究部長 生物工学研究所

小枝 剛 生物機能研究部専門研究員 生物工学研究所

神谷 克巳 生物機能研究部専門研究員 生物工学研究所

鈴木 郁子 生物機能研究部専門研究員 生物工学研究所

宮崎 暁喜 生物機能研究部主任研究員 生物工学研究所

理、電照時間を組み合わせることによって48％の燃

料削減が可能となりました。また、半促成キュウリ

では、空気膜の外張り、内張りの併用で56％の燃料

削減が可能となりました。
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